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年

三
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日
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（
質
問
の 

三
） 

答

弁

第

三

号 

   

衆
議
院
議
員
加
藤
進
君
提
出
輸
出
向
け
人
絹
織
物
用
人
絹
糸
の
確
保
措
置
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
四
六
第
三
号 

昭
和
三
十
九
年
三
月
十
日 

衆

議

院

議

長 
船 

田 
 

中 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

池 

田 

勇 

人 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
加
藤
進
君
提
出
輸
出
向
け
入
絹
織
物
用
人
絹
糸
の
確
保
措
置
に
関
す
る
質
問
に
対
す 

る
答
弁
書 

一 

昭
和
三
十
八
年
の
人
絹
糸
高
騰
対
策
と
し
て
、
政
府
は
、
通
商
産
業
省
繊
維
局
長
名
を
も
つ
て
日
本
化
学
繊

維
協
会
に
対
し
、 

(イ ) 

人
絹
糸
の
増
産 

(ロ ) 

輸
出
用
人
絹
糸
の
内
需
転
用 

に
つ
い
て
勧
奨
し
た
事
実
は
あ
る
。 

二 

こ
の
勧
奨
に
基
づ
き
、
日
本
化
学
繊
維
協
会
、
日
本
人
絹
糸
商
業
組
合
お
よ
び
日
本
絹
人
繊
織
物
工
業
会
の

三
者
が
話
し
合
つ
た
結
果
、
輸
出
織
物
用
と
し
て
人
絹
糸
三
百
ト
ン
の
放
出
を
行
な
つ
た
旨
通
商
産
業
省
に
対

し
報
告
が
あ
つ
た
が
、
そ
の
割
り
当
て
販
売
に
つ
い
て
は
、
最
も
効
果
的
方
法
を
業
界
が
検
討
す
る
こ
と
と
な 



三 

そ
の
後
、
日
本
絹
人
繊
織
物
工
業
会
か
ら
織
布
業
者
側
の
受
入
態
勢
の
整
備
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び

放
出
糸
量
が
小
量
で
あ
つ
た
こ
と
等
の
理
由
か
ら
止
む
を
え
ず
、
同
放
出
糸
を
取
引
所
に
お
い
て
処
分
し
、
そ

の
差
益
は
業
界
の
休
機
資
金
に
利
用
す
る
旨
の
報
告
を
受
け
と
つ
て
い
る
。
な
お
、
日
本
絹
人
繊
織
物
工
業
会

の
と
つ
た
処
置
は
、
当
時
の
状
況
に
照
ら
し
、
止
む
を
え
な
か
つ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

つ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
委
ね
て
あ
つ
た
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




